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５．来年度に向けての課題

評価項目 理由

教育内容・環境の充実と計画性

保育の充実と園児との関わり

４．7年度の総評

理由

保護者との連携

安全管理

地域の幼児教育機関としての役割

令和7年度　北見カトリック学園　紋別藤幼稚園　学校評価

１.教育目標

２．教育目標達成に向けての7年度の重点

※結果の表示方法　４　十分達成されている　３　やや達成されている　２　あまり達成されていない　１　取り組まれていない

３．評価項目の達成状況

教員の資質・能力向上

・神さまの愛を信じる子

・助け合い、思いやりのある子

・全てのものを大切にできる子

・心身の調和のとれた子

・自然の恵みに感謝する子

・子供達一人一人の心の動きを大切に見守り、周りの人達との関わりから体験する色々な出来事を通
して、人の痛みや喜びが感じられお互いに分かち合える子に育てる
・恵まれた自然環境に触れ、その恵みに感謝しながら、地球上に起こっている様々な出来事に関心を
持たせていく
・発達段階に応じた自立を助け、必要な習慣や能力、意欲を養い、健全な心身の発達を図る

環境整備や毎日の確認、危険や事故や怪我につながると感
じた時には、職員で検証してきた。また、眼鏡使用の子が増

新任や異動の先生が増え、再確認を丁寧に心がけできた。

まだまだ環境充実には課題がある。

一人一人にあった関わりを大切にできるように、そして保育
者が一人で問題が起きた時には、職員で考えられるよう

小学校見学や職場体験、看護学校の実習などを通して交流
を持つことができた。

研修があるときには、保育者が参加できるよう、保育の調整
をしてきた。園内研修などをもっと深めていけたらと思う。

連絡はこまめに取るようにし、電話や送迎の際の声掛けの
他にもコドモンで連絡がとれることで保護者も時間帯を気に

・今年度は新任、異動者、園長が変わり、自分が全体をもっと把握し統率をとることが十分
できていないことが反省と課題である。
・地域との交流も情報の収集がうまくできなかったり、どんな連携が大切かを知ることが少し
ずつではあるが見えてきた。ただ、職員にとっては、そこの意識や気持ちが向いているかと
いえば、課題を感じる。
・保護者との関わりや安全面では、こまめに連絡や報告ができていた。

・人員の入れ替えや園長、主任が代わり、予想はしていたが、実際の連携、そして自分自身の反省が
多く、課題もみえてきた。来年度に向けて、職員の気持ちが一つとなり子供達の為に意見を言える、連
携をとれる当たり前のことができていない部分も多くあったので、その為に伝えることや行動をしっかり
示していけるようにしていきたい。
・少子化が進んでいるが、園児数が少なくなってきているが、実際は未満児で入園できないお子さんが
いるので、未満児の取り組みも来年度は、変化をつけ一人でも多くの園児が入園できるようにしていき
たい。


